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わ
り
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な
い
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「
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だ
働
き
」
を
行
つ
て
い
る
か
が
、

②
④
の
場
合
、

③
の
型
に
つ
い
て
は
次
の
M
省
関
係
の
一
職
場
の
資
料
が
参
考
に
な
る
。

働
き
」
に
対
す
る
不
満
を
か
ん
和
さ
せ
る
こ
と
に
は
役
立
っ
て
い
る
（
U
省
の
あ
る
職
場
の
例
）
。

は
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り
あ
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る
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で
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係
ご
と
に
年
度
は
じ
め
に
割
当
て
配
分
す
る
が
、
　
　
　
　
「
実
態
」

と
い
つ
て
も
、

と
称
し
う
る
程
度
の
も
の
で
は
な
い
が
、

提
供
さ
れ
た
資
料
自
体
に
は
、

一
八
一

仕
事
の
量
の
多
い
会
計
課
と
他
の
課
、
係
と
の
間
で

恣
意
的
要
素
は
入
つ
て
そ
こ
で
述
べ
た
よ
う

（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
二
）

（
一
）
で
述
べ
た
「
実
態
」
は
、

い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
M
省
関
係
の
あ
る
職
場
で
は
、
時
間
外
労
働
と
予
算
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
の
二
、

配
分
に
つ
い
て
の
争
い
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
、
資
料
提
供
者
の
要
求
が
あ
つ
て
、

沼
田
・
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伯
・
藤
田
「
増
補
官
公
労
の
闘
争
」
七
二
頁
以
下
。

各
課
、

調
査
が
き
わ
め
て
不
充
分
で
　
三
の
疑
問
ー
山

本

　
　
　
　
全
て
略
号
を
使
つ
た
。
組
合
の
方
針
が
た
て
に
く
い
と
い
つ
た
例
が
あ
る
。


























